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さ
れ
て
居
る
°
即

t
生
島
祭
ざ
足
島
祭
ざ
謡
す
る
＊
稗
で
あ

る
、
生
島
こ
は
生
魂
洲
、
足
島
こ
は
足
魂
洲
の
事
で
、
之
れ

を
現
代
的
に
繹
す
る
こ
、
人
間
繁
榮
の
主
肺
ご
生
産
豊
饒
の

主
神
ご
で
あ
る
、
更
に
之
れ
を
要
約
す
る
マ
J

、
民
族
繁
榮
マ
J

國
産
豊
富
ご
を
祈
願
す
る
祭
儀
で
あ
る
、
皇
胤
皇
宗
の
背
よ

b
、
偲
統
し
た
る
高
遠
芙
妙
の
理
想
マ
J

し
て
、
民
力
の
涵
養

ご
財
政
の
充
賓
マ
J

を
闘
b‘

國
民
の
和
平
ご
其
の
一
鵬
祉
ご
を

祈
願
さ
せ
ら
れ
た
る
大
古
の
行
事
は
、
文
化
の
今
日
に
於
て

も
、
数
化
の
為
め
心
あ
る
も
の
~
憧
憬
こ
ー
て
や
ま
ぬ
所
で

あ
る
。
明
治
、
大
正
昭
和
の
理
代
は
建
國
の
精
神
に
基
き
、

國
粋
保
存
、
古
典
復
興
の
期
で
あ
る
0

希
く
ぱ
大
典
已
修
の

翌
年
な
る
此
の
機
會
に
於
て
＂
八
十
島
祭
の
後
活
に
よ
り
て

大
古
の
醇
朴
を
宜
べ
、
思
想
浄
化
に
努
め
ん
マ
J

す
る
事
は
何

人
も
切
望
し
て
已
ま
ざ
る
虞
で
あ
ら
う
。

畏
く
も
今
回
行
府
の
湮
旨
を
按
す
る
に
、
第
一
は
青
年
を
親

閲
せ
ら
る
ヽ
事
こ
、
第
二
は
産
業
を
奨
軸
せ
ら
る
A
事
y
J

で

あ
る
0

陛
下
登
極
に
先
ち
介
旨
を
賜
ひ
、
國
蓮
進
展
の
基

礎
を
青
年
に
置
か
せ
ら
れ
、
青
年
は
則
ち
國
民
の
精
粋
で
、

國
家
の
生
命
で
あ
る
旨
を
訓
示
し
給
ふ
た
、
今
其
の
青
年
の

代
表
＋
萬
を
青
雲
た
な
び
く
城
東
の
野
に
親
閲
せ
ら
れ
、
奉

今
上
陛
下
闊
西
に
行
幸
あ
ら
せ
ら
れ
て
、
私
は
一
層
緊
張
味

0
所

感阪

田

廣

吉

公
の
大
義
を
喚
起
し
給
ひ
た
る
は
、
全
く
牛
島
祭
の
古
精
牌

に
合
致
せ
る
も
の
に
て
、
侍
従
を
各
稲
産
業
施
設
に
派
遣
せ

ら
れ
し
は
、
全
く
足
島
祭
の
軸
事
ご
何
等
軒
軽
な
き
事
を
看

取
す
る
事
が
出
末
る
。
口
〈
、
祭
政
時
代
マ
J

法
治
時
代
ご
其
の

形
式
を
異
に
せ
る
に
過
ぎ
ぬ
。

陛
下
瞭
泄
の
大
業
を
建
て
さ
せ
ら
る
ヽ
に
、
皇
宗
の
成
烈
を

不
瓦
を
せ
ら
れ
、
普
＜
紳
霙
の
降
察
に
封
へ
さ
せ
ら
る
A

勅

放
歴
々
た
る
も
の
が
あ
る
°
陛
下
は
常
住
不
断
國
利
民
禰
OJ

た
め
、
紳
に
祈
願
し
た
ま
ふ
も
の
に
し
て
敬
紳
咋
凧
の
理
慮

源
然
た
る
詢
に
恐
憬
に
堪
へ
ぬ
所
で
あ
る
，
我
等
は
今
阿
の

行
幸
を
脇
仰
し
、
其
の
精
神
に
於
て
入
十
島
祭
の
復
興
で
あ

る
i
云
ふ
事
を
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
，
而
し
て
吾
が
大
阪

市
は
、
民
力
に
於
て
も
産
業
に
於
て
も
、
賓
に
全
國
の
中
樅

で
あ
る
所
以
を
自
覺
し
、
市
民
の
牌
末
の
負
荷
の
重
大
な
る

威
奮
輿
起
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
を
高
唱
し
．
蔑
ん
で
郡
慮

の
高
大
無
邊
な
る
に
戚
激
す
る
次
第
で
あ
る
3

入



味
を
深
ふ
し
た
、
顧
み
れ
ぼ
私
は
十
五
歳
の
時
、
明
治
大
帝
が

概
原
神
宮
御
参
拝
の
途
次
、
堺
市
に
行
幸
あ

b
熊
野
小
學
校

天
覧
の
際
に
、
秋
は
師
範
學
校
よ

boo校
の
一
雇
生
徒
に
選
ぱ

れ
上
等
生
徒
の
一
隊
に
編
入
さ
れ
、
牧
場
に
於
て
親
し
く
天

顔
に
胞
尺
し
＇
丘
〈
要
＂
本
地
理
小
誌
論
纂
中
の
一
節
を
講
義

し
た
、
こ
れ
が
そ
も
／
＼
私
の
天
恩
に
浴
し
た
始
め
で
あ
る

次
に
砲
工
學
校
卒
業
の
時
、
卒
業
生
五
十
二
名
を
代
表
し
。

恭
し
く
御
前
に
進
み
て
天
顔
に
胞
尺
し
、
御
侍
立
の
桂
大
臣

よ
り
證
書
を
秤
受
し
た
、
之
れ
が
第
二
の
光
榮
で
あ
る
、
而

し
て
今
回
復
た
今
上
陛
下
の
秤
謁
を
賜
つ
た
、
何
た
る
光

榮
ぞ
＂
私
の
終
生
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る

3

さ
て
数
化
の
醇
厚
は
座
上
の
夙
に
診
念
し
玉
ふ
所
で
、
國

民
皆
此
に
反
省
し
志
ヤ
同
ふ
し
て
國
盟
の
健
全
を
謀
ら
ば
。

些
々
た
る
現
代
の
現
象
の
如
き
固
よ
り
憂
ふ
る
に
足
ら
な
い

の
で
あ
る
、
兎
に
角
國
民
欅
つ
て
の
反
省
で
な
く
て
は
な
ら

ぬ
，
國
民
組
動
員
は
酋
に
破
弾
剣
戟
の
戦
嘩
に
於
て
の
み
言

ふ
べ
き
で
な
い
、
思
想
到
戦
に
於
け
る
怨
敵
は
、
間
セ
窺
ひ

隙
に
乗
せ
ん
マ
J

し
て
居
る
、
敵
は
園
岡
を
覺
悟
す
る
真
剣
味

を
以
て
末
り
つ
>
あ
る
。
之
れ
に
封
抗
す
る
に
は
、
國
民
に

八
1
1

一

異
に
慨
世
憂
國
の
涙
な
く
ん
ぱ
到
底
之
れ
を
防
止
し
去
る
こ

ご
は
出
末
な
い
の
で
あ
る
、
國
民
の
反
省
が
一
日
遅
る
れ
ば

-
H
國
家
に
不
利
で
あ
る
、
此
の
黙
に
於
て
此
度
の
大
阪
行

幸
は
、
大
阪
市
民
は
言
ふ
迄
も
な
く
、
派
府
縣
の
臣
民
に
此
反

省
心
を
脳
裏
に
深
く
印
せ
し
め
ら
れ
た
る
も
の
ご
恐
察
し
奉

る
の
で
あ
る
＂

私
は
此
度
の
行
幸
に
就
て
秤
然
弓
心
の
解
決
を
得
た
こ
マ
J

が

あ
る
、
夫
れ
は
御
親
閲
式
並
に
観
兵
式
に
於
て
、
陛
下
が
厳

正
な
る
直
立
不
動
の
御
姿
勢
で
、
一
時
間
餘
の
長
さ
に
渉
つ

て
徹
動
だ
も
あ
ら
せ
ら
れ
な
か
っ
た
事
は
．
宵
に
紳
様
な
ら

で
は
出
末
得
る
業
で
な
い
、
逹
胸
大
師
は
面
壁
九
年
だ
y
J

か

秤
尊
は
橙
特
山
に
て
脩
業
の
際
、
頭
上
に
鳥
が
巣
く
ふ
た
9
J

か
眉
毛
に
蜘
蛛
が
絲
を
張
っ
た
こ
か
云
ふ
、
恐
れ
多
い
こ
マ
J

な
が
ら
此
度
の
陛
下
の
御
萎
勢
を
拝
し
て
．
神
様
の
な
さ

る
こ
く
こ
は
同
一
轍
だ
マ
」
ス
ッ
カ
リ
暗
雲
が
晴
れ
た
、
併
し
逹

磨
秤
迦
は
胡
座
で
あ
る
、
陛
下
は
御
直
立
で
あ
る
、
彼
此
同

一
の
論
で
は
な
い
、
且
つ
陛
下
が
我
々
を
放
化
せ
ら
る
A

仁

慈
の
貼
に
於
て
は
、
各
種
圃
照
工
場
の
御
巡
幸
に
於
て
立
派

に
證
披
立
て
ら
れ
て
あ
る
。
誠
に
恐
れ
多
い
極
み
で
、
唯
々



産
業
御
梃
圃
の
有
難
き
御
息
召
に
依
る
大
阪
行
幸
愈
御
着
の

六
月
四
日
こ
な
っ
た
、
饒
天
の
心
地
よ
き
快
晴
は
、
我
等
市

民
を
狂
喜
せ
し
め
し
上
に
、
大
手
門
前
奉
迎
會
場
二
萬
五
千

の
市
民
有
志
は
、
早
き
は
敷
時
間
前
よ

b
會
場
に
詰
掛
け
、
初

夏
の
強
烈
に
光
線
直
射
さ
れ
つ
ヽ
も
．
御
機
娩
殊
に
麗
は
し

き
御
英
姿
に
胞
尺
し
奉
b
、
自
ら
頭
の
下
る
セ
覺
へ
ざ
b
し。

睛
も
は
れ
H
本
睛
の
御
幸
か
な

萬
歳
の
磐
<
:
よ
む
な
り
奉
迎
式

難
波
江
の
あ
し
き
や
ま
ひ
は
か
れ
は
て
>

今
H
の
み
ゆ
き
に
あ
ふ
そ
た
ふ
こ
き
（
兼
子
）

唯
だ
姓
に
柳
か
朋
末
の
誡
マ
J

し
た
き
は
學
行
次
第
に
見
ゆ
る

如
く
、
萬
歳
三
唱
市
長
殺
降
一
同
唱
和
後
、
一
同
最
敬
謁
裏

〇
鳳
輩
を
迎
へ
奉
り
て

稲

田

穣

戚
泣
に
咽
ぷ
の
み
で
あ
る
＂

編
者
云
、
阪
田
氏
は
退
役
陸
軍
砲
兵
少
佐
に
し
て
現
今
は
、
在
綿
軍
人
會
大

阪
支
部
評
議
員
及
び
豊
崎
背
年
闊
長
た
り
、
懐
綽
堂
に
認
睛

t
去
ろ
昭
和
元

年
十
年
精
勤
の
好
學
表
彰
状
か
受
＜

に
入
御
遊
ば
さ
れ
、
次
で
式
場
よ
り
。
還
御
あ
ら
せ
ら
れ
た

る
が
、
君
か
代
奏
築
術
ほ
止
ま
ざ
る
中
に
、
第
一
線
に
列
せ

し
人
々
の
緻
々
退
散
し
た
る
事
址
れ
な
り
3

巾
す
迄
も
な
く

打
か
代
の
奏
築
は
神
理
な
り
0

例
介
ぶ
御
逗
幸
後

Jゞ

は
巾
せ
。

奏
築
中
は
特
に
敬
虔
の
態
度
を
以
て
、
奉
送
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

辿
は
こ
の
列
に
あ
り
し
陸
軍
上
長
官
等
十
敷
名
．
最
後
ま
で

不
動
の
姿
勢
ヤ
以
て
敬
慈
を
捧
げ
居
し
は
．
嘗
然
の
こ

Jゞ

な

が
ら
大
に
人
目
を
痣
き
ぬ
0

若
し
望
み
得
べ
く
ん
ば
、
斯
か

る
盛
式
の
場
合
．
箪
に
萬
歳
唱
和
に
止
め
す
、
奏
築
に
連
れ
一

同
君
が
代
を
も
高
磐
に
唱
和
し
、
蒲
が
上
に
も
荘
厳
を
加
ふ

べ
き
で
あ
っ
て
，
市
民
は
平
素
其
の
心
掛
あ
る
を
要
す
マ
J

思

ふ
Q

績
い
て
府
底
内
に
於
て
、
秤
謁
の
盛
典
を
畢
げ
さ
せ
ら
れ
た

余
は
白
色
記
章
組
y
J

し
て
二
階
府
會
議
事
堂
に
入
b
し
が
、

偶
然
に
も
第
一
列
に
位
し
、
殊
に
有
難
き
光
榮
を
戚
じ
ぬ
。

裳
時
一
同
さ
共
に
最
敬
殿
を
行
ひ
。
畢
り
て
直
立
慨
に
復
す

れ
ば
．
勿
慨
な
く
も
賓
に
幾
歩
の
中
に
、
陛
下
厳
然
マ
J

し
て

立
た
せ
玉
ひ
、
軽
き
御
貼
頭
を
以
て
。
我
等
を
計
へ
さ
せ

入
四




